
vol . 5

わたしの未明作品
　文学館の「語らいのサロン」には、メッ
セージカードと色鉛筆をご用意していま
す。たくさんの子どもたちが未明童話の感
想、「童話体験の広場」で遊んで楽しかった
こと、未明へのメッセージなどを、自由な
感性で描いてくれています。
　このカードは、「出会いのロビー」にある
大きな原稿用紙形のボードに掲示され、文
学館を訪れた人を出迎えてくれます。 小川未明文学館

小
川
未
明
文
学
館 

館
報　

第
五
号

　
　
　

 

二
〇
一
一
年
五
月
三
十
一
日
発
行
（
年
刊
）

目
次

【
寄
稿
】

有
澤
俊
太
郎
「
小
川
未
明
文
学
館
の
創
設
と
運
営

　
　
　
　
　

│
滑
川
道
夫
先
生
に
学
ん
だ
こ
と
」 

2

【
報
告
】

文
学
館
一
年
の
記
録
（
平
成
二
十
二
年
度
） 

4

平
成
二
十
二
年
度
特
別
展
（
報
告
）

　
　
　
「
雪
国
が
生
ん
だ
童
話
作
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
川
未
明
と
杉
み
き
子
」 

6

文
学
館
講
座
「
小
川
未
明
と
杉
み
き
子
」 

9

【
小
川
未
明
文
学
賞
】 

13

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
よ
り
】

　

 

「
の
ば
ら
vol.
7
」 

14

【
文
学
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
】 

16

小
川
未
明
文
学
館 

館
報　
第
五
号

小
川
未
明
文
学
館

　

新
潟
県
上
越
市
本
城
町
八
│
三
〇
（
高
田
図
書
館
内
）

　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

0
2
5-

5
2
3-

1
0
8
3

　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

0
2
5-

5
2
3-

1
0
8
6



2

寄　

稿

　

小
川
未
明
文
学
館
は
平
成
十
七
年
十
月
一
日
に
開
館
し
た
。
あ
れ
か
ら
五
年
以
上
の
月
日
が
流
れ
て
い
る
が
、
そ
の
日
を
迎
え
る
ま
で
に
は
五
年

に
近
い
産
み
の
苦
し
み
の
時
期
が
あ
っ
た
。

　

平
成
十
三
年
五
月
に
「
小
川
未
明
文
学
館
（
仮
称
）
整
備
構
想
検
討
委
員
会
」
と
い
う
長
い
名
称
の
委
員
会
で
審
議
が
始
ま
り
、
翌
年
の
一
月
に

大
町
の
旧
師
団
長
官
舎
を
候
補
と
し
た
提
言
書
を
木
浦
市
長
に
提
出
し
た
。
提
言
書
の
骨
子
は
、
①
未
明
文
学
の
人
間
愛
、
誠
実
さ
の
顕
彰
、
②
そ

れ
を
通
し
た
人
づ
く
り
、
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
し
ば
ら
く
し
て
「
高
級
軍
人
の
官
舎
（
軍
事
施
設
）
に
平
和
を
訴
え
続
け
た
小
川
未
明
で
は
思
想

的
に
誤
り
で
は
な
い
か
」
と
い
う
批
判
が
三
月
議
会
か
ら
出
て
、
構
想
は
根
本
か
ら
再
検
討
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
市
は
高
田
図
書
館
内
に
文
学
館
を
併
設
す
る
こ
と
を
決
め
、
平
成
十
六
年
の
春
に
再
審
議
を
始
め
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
た
。
私
は
「
い

っ
た
ん
挫
折
し
た
の
で
、
人
を
代
え
た
方
が
い
い
の
で
は
」
と
言
っ
て
み
た
が
、
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
覚
悟
を
決
め
た
。

　

滑
川
道
夫
先
生
に
学
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
た
の
は
そ
の
よ
う
な
と
き
で
あ
っ
た
。

　

滑
川
先
生
は
昭
和
四
十
一
年
十
一
月
か
ら
四
十
五
年
三
月
ま
で
東
京
教
育
大
学
に
在
職
さ
れ
、
私
の
学
生
院
生
時
代
と
重
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後

も
い
つ
も
近
く
に
お
ら
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
小
柄
で
紺
の
ベ
レ
ー
帽
の
滑
川
先
生
は
い
つ
も
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
話
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
。
と
き
ど
き
秋
田
の
言
葉
が
混
じ
っ
て
い
た
。
か
の
地
で
生
活
綴
方
教
師
だ
っ
た
先
生
は
「
風
土
」
と
い
う
こ
と
を
大
切
に
さ
れ
、
私
が

上
越
に
近
い
富
山
の
出
身
だ
と
知
る
と
、
小
川
未
明
の
こ
と
を
調
べ
て
み
る
よ
う
に
熱
心
に
す
す
め
ら
れ
た
。
若
い
と
き
は
、
自
分
の
生
ま
れ
育
っ

た
風
土
の
陶
冶
性
を
意
識
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
そ
ん
な
も
の
は
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
自
我
の
働
き
か
け
で
ど
う
に
で
も
変
わ
り
う
る
も

の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
長
ず
る
に
つ
れ
て
、
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
、
北
陸
の
蒸
し
暑
い
夏
、
強
い
風
と
深
い
雪
の
冬
の
気
候
が
、
自
分
を

作
る
た
め
に
い
か
に
隠
然
た
る
力
を
振
る
っ
て
い
る
か
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
立
ち
上
が
る
自
我
の
勁
さ
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
先
生
は
、「
文
学
体
験
」
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
れ
は
文
学
活
動
が
も
た
ら
す
、
受
け
手
一
人
ひ
と
り
の
体
験
で
あ
る
。

未
明
文
学
の
「
人
間
愛
、
誠
実
さ
」
は
、
朗
読
や
劇
や
音
楽
や
舞
踊
や
絵
手
紙
な
ど
に
活
動
化
さ
れ
る
と
、「
澄
ん
だ
正
義
感
」「
ぎ
こ
ち
な
い
が
暖

か
な
思
い
や
り
」「
一
途
な
理
想
」
と
い
う
具
体
的
な
か
た
ち
に
な
っ
て
私
ど
も
の
こ
こ
ろ
に
落
ち
て
ゆ
く
。
い
つ
か
「
島
の
暮
れ
方
の
話
」
を
読

み
上
げ
た
外
国
の
人
が
、
要
所
で
“Which w

ay

（
道
、
方
向
、
方
法
、
や
り
方
、
手
段
…
） to go?

”
と
い
う
「
問
い
」
を
繰
り
返
し
織
り
込
む

の
を
聞
き
、
こ
の
作
品
の
新
し
い
魅
力
を
発
見
し
た
よ
う
に
思
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
未
明
文
学
に
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
受
け
入
れ
、
そ
れ
に
よ

っ
て
い
っ
そ
う
輝
き
を
増
す
魅
力
が
あ
る
。
私
は
前
委
員
会
で
ま
と
め
た
理
念
①
②
が
あ
ま
り
に
抽
象
的
だ
っ
た
こ
と
を
反
省
し
て
い
た
の
で
、
こ

の
よ
う
に
②
を
具
体
的
な
切
り
口
に
す
れ
ば
、
①
を
含
ん
で
、
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

幸
い
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
新
し
い
委
員
会
（
小
川
未
明
文
学
館
整
備
検
討
委
員
会
）
の
賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
第
二
回
の
委
員
会
は
、

有
澤　

俊
太
郎

（
上
越
教
育
大
学
教
授
）

小
川
未
明
文
学
館
の
創
設
と
運
営
―
滑
川
道
夫
先
生
に
学
ん
だ
こ
と
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平
成
十
六
年
五
月
十
九
日
、
一
茶
ゆ
か
り
の
里
、
北
斎
館
、
一
茶
記
念
館
を
視
察
し
た
後
、
黒
姫
童
話
館
に
到
着
、
そ
こ
の
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た

が
、
冒
頭
、
小
川
未
明
関
係
委
員
の
小
川
清
隆
氏
か
ら
、

　

私
が
作
っ
た
未
明
童
話
文
学
館
（
春
日
山
神
社
内
）
は
、大
人
が
対
象
で
あ
り
子
ど
も
に
配
慮
し
て
展
示
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、小
・

中
学
生
の
団
体
で
来
ら
れ
る
と
少
々
困
っ
て
し
ま
う
面
も
あ
り
ま
す
。
新
し
い
文
学
館
は
、
子
ど
も
対
象
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

未
明
童
話
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
未
明
は
や
は
り
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
書
い
た
の
で
す
か
ら
、
未
明
文
学
館
は
子
ど
も
を
軸
と
し

た
展
示
室
と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。（
会
議
録
よ
り
）

と
い
う
発
言
が
あ
っ
た
。
す
る
と
、
こ
の
発
言
に
賛
同
し
、
発
展
さ
せ
る
意
見
が
続
き
、
私
は
確
か
な
手
応
え
を
得
て
帰
越
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

木
浦
市
長
に
は
、
六
月
に
「
未
明
文
学
と
の
ふ
れ
あ
い
・
体
験
を
通
し
て
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
心
を
育
む
」
こ
と
を
基
本
理
念
と
す
る
整

備
計
画
案
を
報
告
し
た
。
市
長
か
ら
は
「
未
明
文
学
の
世
界
は
上
越
の
自
然
や
風
土
が
根
本
に
あ
る
。
そ
れ
が
訪
れ
る
人
に
伝
わ
る
施
設
に
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
私
は
ま
た
滑
川
先
生
の
こ
と
を
思
い
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。・

　

市
長
に
計
画
案
を
報
告
し
た
後
、
新
聞
記
者
か
ら
「
文
学
館
と
い
う
館
名
に
つ
い
て
違
和
感
が
な
い
か
。
先
生
の
ご
専
門
は
。」
と
質
問
さ
れ
た

の
で
、「
私
は
国
語
教
育
が
専
門
で
、
教
育
の
出
身
で
す
。」
と
答
え
る
と
、
す
べ
て
納
得
し
た
よ
う
な
様
子
で
離
れ
て
行
か
れ
た
。
私
と
し
て
は
、

文
学
館
創
設
を
推
進
す
る
力
と
し
て
「
風
土
に
根
ざ
し
た
文
学
体
験
」
と
い
う
理
念
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
の

質
問
は
開
館
後
の
「
小
川
未
明
文
学
館
運
営
委
員
会
」
で
も
様
々
な
か
た
ち
で
議
論
さ
れ
た
。
そ
の
要
点
は
次
の
三
点
で
あ
る
。

（
１
） 

未
明
童
話
文
学
館
と
の
相
互
連
携
：
未
明
ゆ
か
り
の
春
日
山
神
社
に
は
独
特
の
雰
囲
気
が
あ
り
、
童
話
文
学
館
に
は
未
明
の
遺
品
も
多
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
確
認
。
両
館
の
連
携
。

（
２
） 

高
田
図
書
館
と
の
相
互
連
携
：
図
書
館
内
に
併
設
し
た
文
学
館
で
あ
る
と
い
う
利
点
を
大
切
に
し
、
未
明
研
究
の
推
進
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

（
３
） 

小
川
未
明
文
学
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
活
用
：
こ
の
ス
ペ
ー
ス
の
さ
ら
な
る
有
効
活
用
。
文
学
研
究
の
視
点
か
ら
。
文
学
体
験
の
視
点
か
ら
。

　

こ
の
十
年
間
、
私
は
三
委
員
会
の
委
員
の
方
々
、
市
の
関
係
者
の
方
々
、
ま
た
未
明
関
係
の
様
々
な
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
心
か
ら
御
礼
を

申
し
上
げ
、
こ
の
施
設
の
発
展
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。

滑
川
道
夫
（
明
治
三
十
九
年
〜
平
成
四
年
）

滑
川
道
夫
『
桃
太
郎
像
の
変
容
』（
東
京
書
籍
、
昭
和
五
十
六
年
、
毎
日
出
版
文
化
賞
）、『
滑
川
道
夫
教
育
随
想
選
―
教
わ
る
こ
と
学
ぶ
こ
と
』

（
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、
昭
和
五
十
七
年
）、「
未
明
童
話
に
お
け
る
南
と
北
の
思
想
」、『
未
明
ふ
る
里
の
百
年
』（
小
川
未
明
生
誕
百
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
、
昭
和
五
十
八
年
）、
高
井
有
一
『
真
実
の
学
校
』（
新
潮
社
、
昭
和
五
十
五
年
）

文学館常設展示場
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朗
読
研
修
会五

月
二
十
九
日
・
六
月
二
十
六
日
・

七
月
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者　

各
回
三
十
名

　

橘 

由
貴
さ
ん
（
ヴ
ォ
イ
ス
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
朗
読
療
法
士
）
を
講
師
に
、
朗
読
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
声
と
発
声

の
基
礎
か
ら
魅
力
的
な
こ
と
ば
の
表
現
方
法
ま

で
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
未
明
の
童
話
「
殿

様
の
茶
碗
」
を
受
講
者
が
三
組
に
分
か
れ
て
朗

読
し
、
文
学
館
お
は
な
し
会
で
発
表
し
ま
し
た
。

特
別
展

　

雪
国
が
生
ん
だ
童
話
作
家

　
　
　
　

小
川
未
明
と
杉
み
き
子

九
月
二
十
五
日
〜
十
月
三
十
一
日

来
館
者　

四
二
二
〇
名

　

上
越
が
生
ん
だ
二
人
の
童
話
作
家
、
小
川

未
明
と
杉
み
き
子
。
本
展
で
は
、
雪
国
の
風
土

が
生
み
育
て
た
ふ
た
り
の
作
家
の
か
か
わ
り
を
、

自
筆
原
稿
、
色
紙
、
絵
画
等
を
通
し
て
ご
覧
い

た
だ
き
ま
し
た
。（
詳
し
く
は
特
別
展
報
告
の

頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

会
期
中
、
記
念
講
演
会
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
、
特
別
展
お
は
な
し
会
、
手
づ
く
り
絵
本
の

講
習
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

記
念
講
演
会
＋
作
品
朗
読

九
月
二
十
五
日

参
加
者　

一
二
〇
名

　

特
別
展
会
期
初
日
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

杉
み
き
子
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
記
念
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。（
詳
し
く
は
特
別
展

報
告
の
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

講
演
後
、
未
明
童
話
の
会
の
高
波
昭
子
さ
ん

が
未
明
の
「
と
う
げ
の
茶
屋
」
を
、
み
き
の
会

の
小
出
文
江
さ
ん
が
杉
さ
ん
の
「
美
し
い
町
」

を
、
み
き
の
会
の
古
木
龍
太
郎
さ
ん
（
大
手
町

小
学
校
四
年
生
）が
杉
さ
ん
の「
空
と
ぶ
カ
ニ
」

を
朗
読
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

十
月
九
日
・
十
月
二
十
四
日

参
加
者　

各
回
三
十
名

　

杉
み
き
子
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
特

別
展
会
場
を
巡
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
の
質

問
に
そ
の
場
で
お
答
え
い
た
だ
く
な
ど
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
展
示
物
を
ご
覧
い
た
だ
き

ま
し
た
。

特
別
展
お
は
な
し
会

十
月
十
日

参
加
者　

三
十
六
名

　

文
学
館
お
は
な
し
会
の
特
別
版
と
し
て
、

未
明
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
三
つ
の

会
が
合
同
で
お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

未
明
の
「
牛
女
」「
二
度
と
通
ら
な
い
旅
人
」、

杉
さ
ん
の
「
わ
ら
ぐ
つ
の
な
か
の
神
様
」
の
お

話
を
聞
い
た
り
、
参
加
者
皆
さ
ん
で
未
明
の
詩

を
歌
に
し
た
「
雲
の
如
く
」
を
歌
っ
た
り
し
て

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

文
学
館
講
座「
小
川
未
明
と
杉
み
き
子
」

十
月
三
日
・
十
七
日
・
二
十
四
日

参
加
者　

各
回
三
十
名

　

特
別
展
と
同
じ「
小
川
未
明
と
杉
み
き
子
」

を
総
合
テ
ー
マ
に
、
連
続
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。
講
師
は
、
第
一
回
宮
川
健
郎
さ
ん
、
第
二

回
藤
本
恵
さ
ん
、
第
三
回
小
埜
裕
二
さ
ん
の
三

人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
興
味
深
い
ご
講
義
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
未
明
と
杉
さ
ん
の
共
通
点
、
相

違
点
と
い
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
」、「
二

人
の
作
品
を
読
み
直
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
」

と
い
っ
た
感
想
も
聞
か
れ
ま
し
た
。（
詳
し
く

は
文
学
館
講
座
の
記
録
の
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

朗読研修会発表会

ギャラリートーク 「空とぶカニ」朗読

報　

告

文
学
館
一
年
の
記
録
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童
話
創
作
講
座

　
　

十
一
月
三
日
・
二
十
三
日（
入
門
コ
ー
ス
）

　
　

十
一
月
七
日　
　
　
　

  

（
実
践
コ
ー
ス
）

参
加
者　

十
三
名

　

上
越
市
在
住
の
児
童
文
学
作
家　

杉
み
き

子
さ
ん
を
講
師
に
、
入
門
コ
ー
ス
と
実
践
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
短
篇
童
話
の
書
き
方
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
毎
年
参
加
さ
れ
て
い
る
受
講
者

も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
作
風
を
確
立
さ
れ
、
創

作
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
受
講
者
の
皆
さ

ん
の
作
品
は
、「
童
話
創
作
講
座
受
講
者
作
品

集
」
と
し
て
、
文
学
館
の
図
書
コ
ー
ナ
ー
や
図

書
館
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
づ
く
り
絵
本
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

十
月
三
十
日

参
加
者　

三
十
三
名

　

手
づ
く
り
絵
本 

木
い
ち
ご
の
会
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
杉
さ
ん
の
「
空
と
ぶ
カ
ニ
」
を

題
材
に
、
仕
掛
け
絵
本
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
「
空
と
ぶ
カ

ニ
」
の
朗
読
を
聞
き
、
参
加
者
が
イ
メ
ー
ジ
を

ふ
く
ら
ま
せ
た
後
、
色
紙
や
モ
ー
ル
を
使
っ
て
、

個
性
あ
ふ
れ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
絵
本
を
作
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
時
間
を
忘
れ
て
熱
中
し
て
い
ま
し

た
。

童
話
が
開
く
心
の
扉

　
　

〜
朗
読
と
映
画
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　

小
川
未
明
の
世
界
〜

十
二
月
八
日
・
九
日
・
十
日

　

毎
年
、
市
内
の
小
学
六
年
生
を
対
象
に
開

催
し
て
い
る
朗
読
コ
ン
サ
ー
ト
は
十
回
目
を
迎

え
、
橘 

由
貴
さ
ん
の
朗
読
と
翠
川
敬
基
さ
ん

の
チ
ェ
ロ
で
未
明
童
話
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」、

「
月
夜
と
眼
鏡
」
の
幻
想
的
世
界
を
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
半
は
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン「
野
ば
ら
」と
未
明
の
メ
ッ
セ
ー
ジ（
肉
声
）

を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
年
は
五
十
三
校
二
〇
四

四
名
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
19
回　

小
川
未
明
文
学
賞
贈
呈
式

十
一
月
二
十
五
日

　

「
小
川
未
明
の
文
学
精
神
を
次
の
世
代
に

継
承
し
、
子
ど
も
た
ち
に
心
に
夢
と
希
望
を
育

む
」
こ
と
を
目
的
に
平
成
四
年
か
ら
募
集
し
て

い
る
第
19
回
小
川
未
明
文
学
賞
の
贈
呈
式
を
、

東
京
都
内
で
開
催
。
大
賞
は
滝
井
幸
代
さ
ん
の

「
レ
ン
タ
ル
ロ
ボ
ッ
ト
」、
優
秀
賞
は
熊
谷
千

世
子
さ
ん
の
「
海
を
越
え
て
ア
ミ
ー
ゴ
」、
小

林
旬
子
さ
ん
の
「
裸
足
で
ジ
ャ
ン
プ
」
で
し
た
。

文
学
賞
の
頁
で
、大
賞
の
滝
井
幸
代
さ
ん
の「
受

賞
の
言
葉
」
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

小
川
未
明
と
絵
て
が
み
展

二
月
二
十
六
日
〜
三
月
十
三
日

　

市
内
の
小
学
校
六
年
生
を
対
象
に
開
催
し

て
い
る
「
童
話
が
開
く
心
の
扉
」
朗
読
コ
ン
サ

ー
ト
を
鑑
賞
し
た
児
童
か
ら
小
川
未
明
に
宛
て
、

絵
手
紙
を
描
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
大
賞
作
品

は
、
宮
澤
穂
香
さ
ん
（
針
小
学
校
）
の
「
月
夜

の
少
女
」
で
し
た
。

童話創作講座

入賞の皆さん 大賞作品

手づくり絵本のワークショップ
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報　

告

　

上
越
が
生
ん
だ
二
人
の
童
話
作
家
、
小
川
未

明
と
杉
み
き
子
。
本
展
で
は
、
雪
国
の
風
土
が

生
み
育
て
た
ふ
た
り
の
作
家
の
か
か
わ
り
を
、

自
筆
原
稿
、
色
紙
、
絵
画
等
を
通
し
て
ご
覧
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

展
示
内
容
と
記
念
講
演
会
の
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

杉
み
き
子
さ
ん
は
、
小
学
二
年
生
の
と
き
に

初
め
て
未
明
童
話
と
出
会
い
ま
す
。
そ
の
と
き

は
「
小
川
未
明
」
と
い
う
名
前
も
、
作
者
に
つ

い
て
も
知
ら
な
い
ま
ま
で
し
た
が
、「
赤
い
蝋

燭
と
人
魚
」
や
「
黒
い
人
と
赤
い
橇
」
な
ど
の

作
品
が
持
つ
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
要
素
に
強
く
心

を
ひ
か
れ
、
そ
れ
ら
の
話
は
多
感
な
文
学
少
女

だ
っ
た
杉
さ
ん
の
記
憶
に
刻
み
込
ま
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
杉
さ
ん
と
未
明
作
品
と
の
出

会
い
か
ら
杉
文
学
の
誕
生
ま
で
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　

冬
と
い
う
季
節
は
、
雪
国
高
田
に
生
ま
れ
た

ふ
た
り
の
感
性
に
深
く
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

雪
が
降
る
前
の
静
け
さ
や
海
鳴
り
、
雪
原
の
風

景
は
ふ
た
り
の
作
品
の
な
か
に
共
通
の
体
験
と

し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
冬
」
の
捉

え
か
た
に
つ
い
て
は
未
明
と
杉
さ
ん
に
は
大
き

な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

ふ
た
り
の
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
登
場
す
る

「
冬
」
に
つ
い
て
紹
介
し
、
生
ま
れ
育
っ
た
高

田
で
創
作
を
つ
づ
け
る
杉
さ
ん
と
、
東
京
か
ら

故
郷
を
思
い
や
る
未
明
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ふ
る
さ

と
へ
の
思
い
を
ひ
も
解
き
ま
し
た
。

　

日
本
海
は
、
未
明
の
作
品
の
な
か
で
「
北
方

の
海
」
と
名
前
を
変
え
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」

な
ど
数
々
の
童
話
作
品
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

少
年
時
代
、
春
日
山
か
ら
日
本
海
を
眺
め
、
海

の
か
な
た
に
美
し
い
理
想
の
世
界
を
見
た
未
明

に
と
っ
て
、
海
は
強
い
あ
こ
が
れ
を
象
徴
す
る

場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
杉
さ
ん
の
作
品
に
お
い
て
も
、
海
は

不
思
議
な
出
会
い
や
で
き
ご
と
が
起
こ
る
、
日

常
を
離
れ
た
世
界
と
し
て
描
か
れ
ま
す
。

　

ふ
た
り
に
と
っ
て
の
海
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作

品
か
ら
紹
介
し
ま
し
た
。

　

未
明
と
杉
さ
ん
の
「
冬
」
や
「
雪
」
に
対
す

る
感
じ
か
た
に
は
違
い
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
冬

か
ら
春
に
向
か
う
時
節
の
心
情
に
は
相
通
じ
る

も
の
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
こ
と
に
雪
ど
け
の
季

節
、
山
肌
に
あ
ら
わ
れ
る
し
る
し
に
人
々
が
春

の
訪
れ
を
感
じ
る
「
雪
形
」
は
、
ふ
た
り
の
作

品
の
な
か
に
故
郷
へ
の
愛
着
と
と
も
に
描
か
れ

て
い
ま
す
。

　

春
の
あ
し
お
と
が
感
じ
ら
れ
る
ふ
た
り
の
作

品
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ろ
う
そ
く
は
、「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」、「
蝋

燭
と
貝
が
ら
」
な
ど
、
未
明
の
作
品
の
な
か
で
、

心
、
切
な
る
思
い
を
表
す
も
の
と
し
て
描
か
れ

て
い
ま
す
。

　

杉
さ
ん
の
作
品
「
火
を
あ
り
が
と
う
」
に
お

い
て
も
、
ろ
う
そ
く
の
火
は
、
少
女
の
心
に
ほ

ん
と
う
の
優
し
さ
と
勇
気
を
与
え
る
道
具
と
し

て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

村
山
陽
さ
ん
が
挿
絵
を
描
か
れ
た
『
火
を
あ

り
が
と
う
』
の
原
画
を
展
示
し
ま
し
た
。

〈
開
期
〉

九
月
二
十
五
日（
土
）〜 
十
月
三
十
一
日（
日
）

雪
国
が
生
ん
だ
童
話
作
家

　
　

小
川
未
明
と
杉
み
き
子

平
成
二
十
二
年
度
特
別
展

第
一
章　

北
の
国
の
は
な
し

　
　
　
　

〜
未
明
作
品
と
の
出
会
い
〜

第
三
章　

日
本
海
の
う
た　

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
ふ
た
り
の
海
〜

第
四
章　

春
の
あ
し
お
と　

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
雪
ど
け
〜

第
五
章　

ろ
う
そ
く
の
灯　

　
　
　
　
　
　
　

〜
心
の
と
も
し
び
〜

第
二
章　

雪
の
町
の
物
語　

　
　
　
　
　
　
　

〜
冬
の
お
と
ず
れ
〜

　

■ 

特
別
展
展
示
内
容
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今
日
は
、
会
場
に
展
示
し
て
あ
る
、
私
が
選

ん
だ
「
わ
す
れ
ら
れ
な
い
未
明
童
話
10
選
」、

そ
れ
を
中
心
に
し
て
お
話
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
長
く
書
い
て
お
り
ま
す
と
、
こ
れ

ど
こ
か
に
書
い
て
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、

何
か
の
本
に
書
い
て
あ
っ
た
の
を
、
私
が
読
ん

で
そ
れ
を
無
意
識
の
中
に
閉
じ
こ
め
て
い
て
、

今
出
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
と
思
う
こ

と
が
時
々
あ
り
ま
す
。
特
に
子
ど
も
の
頃
か
ら

親
し
ん
で
き
た
未
明
の
作
品
の
場
合
、
そ
う
い

う
こ
と
が
か
な
り
の
確
率
で
起
こ
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
レ
ジ
ュ
メ
に
は
、
上
の
ほ
う
に
未

明
作
品
、
下
の
ほ
う
に
は
そ
の
作
品
と
私
の
作

品
と
の
関
連
や
、
私
の
思
う
こ
と
が
書
い
て
あ

り
ま
す
。

　

最
初
は
「
海
ほ
お
ず
き
」
で
す
。
私
は
子
ど

も
の
頃
、
お
祭
り
に
行
く
と
い
つ
も
露
店
で
海

ほ
お
ず
き
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
不

思
議
な
こ
と
に
、
私
は
そ
の
海
ほ
お
ず
き
と
い

う
も
の
が
ど
ん
な
形
を
し
て
い
て
、
ど
ん
な
物

な
の
か
、
ど
う
や
っ
て
遊
ぶ
も
の
か
、
全
然
知

ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。
た
だ
海
ほ
お
ず
き
が
欲

し
い
と
い
う
気
持
ち
だ
け
が
ず
っ
と
あ
っ
た
ん

で
す
ね
。
大
人
に
な
っ
て
か
ら
読
み
返
し
て
み

た
未
明
の
全
集
に
こ
の
話
が
あ
っ
て
、
謎
が
解

け
ま
し
た
。
あ
、
こ
れ
だ
っ
た
ん
だ
と
思
っ
て
。

も
う
読
ん
だ
こ
と
も
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
小
学
校
二
年
生
ぐ
ら
い
に
読

ん
だ
「
海
ほ
お
ず
き
」
と
い
う
言
葉
が
心
に
こ

び
り
つ
い
て
、
ど
ん
な
物
で
あ
る
の
か
知
ら
な

い
ま
ま
に
、
お
祭
り
で
そ
れ
を
探
し
求
め
て
い

た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
私
は
未
明
童
話
の

結
び
の
場
面
に
非
常
に
惹
か
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
て
、
無
意
識
で
す
け
れ
ど
も
真
似
を
し
て

い
る
と
い
う
部
分
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
の
作
品
も
、
知
ら
な
い
男
の
人
が
売
る
黒
い

カ
ン
ナ
の
花
が
印
象
的
で
し
た
。

　

次
に
「
河
水
の
話
」
で
す
。
最
後
の
一
文
が

良
い
ん
で
す
。「
し
か
し
、
彼
ら
は
、
ま
だ
希

望
を
捨
て
ま
せ
ん
で
し
た
」。
そ
れ
を
読
ん
だ

時
私
は
、
あ
ん
ま
さ
ん
の
杖
も
バ
ナ
ナ
の
皮
も
、

こ
れ
ほ
ど
絶
望
的
な
状
況
に
あ
る
の
に
、
希
望

を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
ん
だ
な
と
。
人
間
と
い

う
の
は
ど
ん
な
に
辛
い
状
況
に
あ
っ
て
も
希
望

を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、

強
烈
に
心
に
す
り
込
ま
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

そ
の
頃
か
ら
で
し
ょ
う
か
、「
希
望
」
と
い
う

こ
と
ば
が
自
分
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
を
感
じ
続
け
て
い
ま
す
。

　

「
角
笛
吹
く
子
」。
子
ど
も
の
頃
、
未
明
作

品
が
好
き
で
愛
読
し
て
い
た
の
で
す
が
、
一
つ

だ
け
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
私
は
雪

が
大
好
き
な
の
に
、
未
明
さ
ん
は
雪
が
嫌
い
だ

と
く
り
返
し
て
書
い
て
い
る
こ
と
で
す
。
私
は

そ
れ
が
不
思
議
で
し
か
た
な
く
て
。
な
ん
で
こ

の
人
は
雪
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
ら
な
い
の
か
な

と
、
そ
れ
だ
け
が
大
き
な
疑
問
で
し
た
。
そ
れ

か
ら
も
っ
と
未
明
童
話
を
読
む
よ
う
に
な
っ
て

も
、
雪
が
好
き
だ
と
い
う
作
品
が
見
当
た
ら
な

い
の
で
が
っ
か
り
し
て
い
ま
し
た
ら
、
や
っ
と

全
集
の
中
で
こ
の
作
品
を
見
つ
け
ま
し
て
、
よ

か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。
未
明
さ
ん
も
や
っ

ぱ
り
、
冬
と
い
う
季
節
の
す
ば
ら
し
さ
を
ち
ゃ

ん
と
知
っ
て
い
た
ん
だ
な
と
い
う
気
が
し
ま
し

た
。
で
も
、
か
り
に
私
だ
っ
た
ら
「
黒
い
頭
巾

の
魔
物
」
で
は
な
く
て
、「
か
く
ま
き
を
か
ぶ

っ
た
雪
女
」
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
ね
。
黒
じ

ゃ
な
く
て
白
い
か
く
ま
き
を
す
っ
ぽ
り
か
ぶ
っ

た
雪
女
が
少
年
を
先
導
し
て
い
く
、
と
い
う
こ

と
に
し
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
私
の
作
品
の

中
で
は
、
雪
女
を
こ
こ
か
ら
連
想
し
た
と
い
う

点
か
ら
言
い
ま
す
と
、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
雪

女
に
会
う
」
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
「
野
ば
ら
」
で
す
が
、
こ
れ
は
内
容
と

い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
こ
れ
を
読
ん
だ
時
の
気

持
ち
の
移
り
変
わ
り
と
い
う
の
が
私
に
と
っ
て

は
と
て
も
大
事
な
記
憶
に
な
っ
て
い
ま
す
。
初

め
て
こ
れ
を
読
ん
だ
の
は
五
年
生
の
時
で
、
戦

争
中
で
し
た
。
当
時
の
私
た
ち
子
ど
も
は
、
戦

争
が
悪
い
こ
と
だ
と
い
う
の
は
ま
っ
た
く
思
案

の
ほ
か
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。で
す
か
ら
こ
の「
野

ば
ら
」
を
読
ん
で
も
、
な
に
か
外
国
の
昔
の
お

と
ぎ
話
を
読
む
よ
う
な
気
持
ち
で
さ
ら
っ
と
読

ん
で
、
未
明
さ
ん
が
こ
れ
を
書
い
た
気
持
ち
と

い
う
の
は
、
全
然
想
像
す
る
こ
と
も
で
き
な
か

っ
た
。
戦
争
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
う
一
度
こ
の

作
品
を
読
み
ま
し
た
。
そ
う
し
ま
し
た
ら
、
あ

あ
、
未
明
さ
ん
は
戦
争
と
い
う
の
は
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
言
う
た
め
に
、
こ
う

い
う
作
品
を
書
い
て
く
れ
た
ん
だ
と
。
し
か
も

そ
う
い
う
気
持
ち
を
、
あ
か
ら
さ
ま
に
戦
争
は

悪
い
と
言
う
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
こ
う
い
う
美
し

い
作
品
の
中
に
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
入
れ

て
い
る
。
こ
う
い
う
書
き
方
が
で
き
る
ん
だ
と

い
う
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ど
ん

な
す
ば
ら
し
い
物
を
与
え
ら
れ
て
も
、
読
む
方

に
そ
う
い
う
素
地
が
な
け
れ
ば
、
作
品
の
本
当

の
意
味
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
ん
だ
と
い
う

こ
と
を
つ
く
づ
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私

は
短
い
話
を
た
く
さ
ん
集
め
て
一
冊
の
本
に
す

る
事
が
多
い
ん
で
す
が
、『
小
さ
な
雪
の
町
の

物
語
』
と
か
『
小
さ
な
町
の
ス
ケ
ッ
チ
』、『
小

さ
な
町
の
風
景
』
な
ど
は
、
そ
の
た
く
さ
ん
あ

る
短
い
お
話
の
中
に
、
一
つ
二
つ
は
平
和
に
携

わ
っ
た
話
を
必
ず
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

は
自
然
に
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。
こ

れ
も
「
野
ば
ら
」
の
体
験
が
な
せ
る
わ
ざ
か
と

思
う
。
そ
う
い
う
大
き
な
教
え
を
こ
こ
か
ら
学

ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

「
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
魚
」
は
、
子
ど
も
の

頃
、
作
者
が
誰
か
わ
か
ら
な
い
全
然
白
紙
の
状

態
で
、
日
本
童
話
集
の
中
の
未
明
童
話
集
を
読

み
ま
し
た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
は
他
の
作
家
の

演
題
「
小
川
未
明
と
わ
た
し
」

　
　
　

九
月
二
十
五
日
（
土
） 

杉 

み
き
子
氏

　

■ 
特
別
展
記
念
講
演
会
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報　

告

童
話
も
入
っ
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
な
に
か
こ

の
未
明
童
話
集
に
は
違
う
も
の
を
感
じ
る
ん
で

す
ね
。
な
ん
だ
か
身
近
な
ん
で
す
。
こ
と
に
こ

の
作
品
の
舞
台
は
、
直
江
津
と
か
五
智
あ
た
り

の
海
の
よ
う
な
気
が
す
る
な
と
。
ろ
う
そ
く
屋

の
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
も
、
あ
の
辺
の

海
岸
の
小
さ
な
小
屋
の
中
で
ろ
う
そ
く
を
作
っ

て
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
、
そ
ん
な
気
が
し

ま
し
て
。
こ
の
人
の
書
く
も
の
に
限
っ
て
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
わ
け
だ

ろ
う
と
不
思
議
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
五
年
生

の
時
に
今
度
は
大
人
の
本
で
未
明
を
読
ん
で
、

年
譜
を
見
た
ら
「
新
潟
県
高
田
出
身
、
大
手
町

小
学
校
出
身
」
と
書
い
て
あ
っ
た
の
で
本
当
に

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
自
分
と
同
じ
高
田
、
そ

し
て
自
分
と
同
じ
大
手
町
小
学
校
を
出
た
大
先

輩
な
ん
だ
と
わ
か
っ
て
、
だ
か
ら
こ
ん
な
に
も

身
近
に
感
じ
た
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
を
つ
く
づ

く
そ
こ
で
悟
っ
た
わ
け
で
す
。
人
魚
が
登
場
す

る
と
い
う
こ
と
を
未
明
さ
ん
か
ら
借
り
た
私
の

作
品
に
、「
人
魚
の
い
な
い
海
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
公
害
問
題
が
非
常
に
言
わ
れ

始
め
た
頃
に
書
い
た
も
の
で
す
。

　

「
牛
女
」
か
ら
は
い
ろ
い
ろ
拝
借
を
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
「
雪
形
」
で
す
が
、
雪
形
と
い
う

の
が
私
は
昔
か
ら
と
て
も
好
き
な
ん
で
す
。
私

は
馬
も
好
き
な
ん
で
す
よ
ね
。
私
が
書
く
も
の

に
は
あ
ま
り
動
物
が
出
て
こ
な
い
ん
で
す
が
、

鳥
と
馬
が
よ
く
出
て
き
ま
す
。
あ
の
は
ね
馬
は

春
で
な
い
季
節
は
ど
こ
に
い
る
ん
だ
ろ
う
な
と

考
え
て
、
そ
れ
を
題
材
に
し
て
書
い
た
も
の
の

代
表
が
「
朝
や
け
ま
つ
り
」
で
す
。
も
う
一
つ
、

「
牛
女
」
か
ら
意
識
し
て
拝
借
し
て
書
い
た
作

品
に「
夕
や
け
り
ん
ご
」が
あ
り
ま
す
。「
牛
女
」

の
母
と
子
ど
も
の
愛
を
、
こ
ち
ら
で
は
友
情
に

代
え
て
表
現
し
ま
し
た
。

　

「
大
き
な
蟹
」
は
大
人
に
な
っ
て
か
ら
読
ん

だ
ん
で
す
が
、
雪
国
の
人
が
年
老
い
て
一
冬
過

ぎ
る
と
、
め
っ
き
り
と
老
け
込
ん
で
し
ま
う
。

そ
ん
な
こ
と
を
と
て
も
見
事
に
、
象
徴
的
に
と

り
あ
げ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
を
借
り
ま
し
て
「
空
と
ぶ
カ
ニ
」
と

い
う
話
を
書
き
ま
し
た
。こ
の
話
を
収
め
た『
小

さ
な
町
の
ス
ケ
ッ
チ
』
の
連
載
は
、
画
家
の
村

山
陽
さ
ん
に
あ
ら
か
じ
め
何
枚
か
の
絵
を
お
借

り
し
て
、
そ
の
絵
に
ふ
さ
わ
し
い
話
を
私
が
書

い
て
い
く
と
い
う
大
変
楽
し
い
作
業
で
、
絵
が

先
に
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
あ
る
時
描
い
て
く
だ

さ
っ
た
蟹
の
絵
を
見
た
と
た
ん
に「
大
き
な
蟹
」

を
思
い
出
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
ユ
ー
モ
ア
の
あ

る
解
釈
も
で
き
る
な
と
い
う
遊
び
心
で
書
い
た

作
品
で
、
自
分
で
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

「
殿
様
の
茶
わ
ん
」。
今
、
五
年
生
の
教
科
書

に
載
っ
て
お
り
ま
す
「
わ
ら
ぐ
つ
の
な
か
の
神

様
」
と
い
う
の
が
、
お
そ
ら
く
私
の
作
品
の
中

で
は
一
番
有
名
な
、
あ
る
い
は
一
番
読
者
が
多

い
作
品
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
中

に
「
使
う
人
の
身
に
な
っ
て
、
使
い
や
す
く
丈

夫
で
長
持
ち
す
る
よ
う
に
作
る
」
と
い
う
こ
と

が
で
て
き
ま
す
。
私
は
そ
の
時
自
分
で
思
っ
て

い
る
こ
と
を
書
い
た
ん
で
す
が
、
こ
れ
が
「
殿

様
の
茶
わ
ん
」
の
殿
様
の
言
葉
か
ら
出
て
い
る

ん
だ
と
い
う
こ
と
を
、
あ
と
で
悟
っ
た
ん
で
す

ね
。
だ
い
ぶ
悩
ん
だ
ん
で
す
け
ど
、
言
葉
を
ま

る
っ
き
り
盗
作
し
た
わ
け
じ
ゃ
な
い
し
、
ヒ
ン

ト
を
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で
勘
弁
し
て
く

だ
さ
い
と
、
春
日
山
に
向
か
っ
て
頭
を
下
げ
ま

し
た
。
子
ど
も
の
頃
に
読
ん
で
感
銘
を
受
け
た

本
と
い
う
の
は
、
自
分
で
は
全
然
記
憶
が
な
い

つ
も
り
で
い
て
も
心
の
ど
こ
か
に
残
っ
て
い
て
、

い
つ
か
一
生
の
う
ち
に
出
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
い
う
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
「
山
の
上
の
木
と
雲
の
話
」、
私
が
一

番
好
き
な
未
明
童
話
で
す
。
私
は
こ
れ
を
読
ん

だ
時
に
、
こ
の
山
は
金
谷
山
だ
と
思
い
込
み
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
私
は
金
谷
山
に
登
る
た
び
に
、

山
の
上
か
ら
ず
っ
と
高
田
の
む
こ
う
の
直
江
津

の
方
を
見
お
ろ
し
ま
す
と
、
直
江
津
の
海
の
は

る
か
か
な
た
に
雲
が
あ
っ
て
、
そ
の
雲
の
下
に

美
し
い
町
が
見
え
る
と
い
う
気
が
す
る
ん
で
す
。

そ
れ
は
今
に
至
る
ま
で
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
そ

し
て
、
こ
の
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
木
が
、
い
つ
ま

で
も
美
し
い
も
の
に
あ
こ
が
れ
る
気
持
ち
、
そ

の
気
持
ち
の
強
烈
さ
と
い
う
の
が
非
常
に
強
く

心
に
残
り
ま
し
て
、
こ
れ
も
私
の
キ
ー
ワ
ー
ド

の
一
つ
に
な
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も

の
頃
に
未
明
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た「
あ
こ
が
れ
」

の
気
持
ち
、
そ
し
て
さ
っ
き
申
し
ま
し
た
「
希

望
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
、
そ
れ
が
大
人
に
至

る
ま
で
私
の
中
に
ず
っ
と
あ
っ
て
、
書
く
こ
と

の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

　

今
ち
ょ
う
ど
私
は
、
未
明
先
生
が
亡
く
な
ら

れ
た
七
十
九
歳
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
大
先
輩
に

い
ろ
ん
な
も
の
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
で
き
る

こ
と
な
ら
ず
っ
と
書
き
続
け
て
い
き
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

「とうげの茶屋」朗読 「美しい町」朗読
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杉
み
き
子
さ
ん
の
小
川
未
明
の
捉
え
方
は
、

際
立
っ
て
独
自
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
１
９
５
０
年
代
に
起
こ
っ
た

「
童
話
伝
統
批
判
」
で
は
、未
明
の
童
話
は
「
ネ

ガ
テ
ィ
ヴ
」
な
ど
の
批
判
を
受
け
ま
し
た
。
し

か
し
杉
さ
ん
は
、「
河
水
の
話
」
か
ら
は
希
望
を
、

「
山
の
上
の
木
と
雲
の
話
」
か
ら
は
憧
れ
と
い

う
こ
と
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
未
明

は
希
望
を
語
っ
て
い
な
い
し
、
憧
れ
を
語
っ
て

い
な
い
と
い
う
、
ち
ょ
っ
と
乱
暴
な
言
い
方
を

し
ま
す
が
、
そ
う
い
う
評
価
に
ず
っ
と
傾
い
て

き
た
の
が
未
明
評
価
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
け

ど
、
そ
の
中
で
や
は
り
希
望
や
憧
れ
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
、
杉
さ
ん
の
未

明
の
捉
え
方
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
そ
こ
に
は

や
は
り
杉
さ
ん
自
身
の
理
想
主
義
と
か
向
日
性

が
表
れ
て
い
る
、
そ
う
い
う
読
み
方
だ
と
い
う

ふ
う
に
も
言
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

現
代
の
児
童
文
学
は
未
明
た
ち
を
否
定
す
る
中

か
ら
生
ま
れ
て
く
る
訳
で
す
け
れ
ど
も
、
理
想

主
義
や
向
日
性
は
児
童
文
学
の
時
代
の
出
発
期

の
60
年
代
か
ら
70
年
代
に
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

語
ら
れ
た
こ
と
な
ん
で
す
。
理
想
主
義
と
い
う

の
は
子
ど
も
に
と
っ
て
の
あ
る
べ
き
理
想
を
児

童
文
学
が
語
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
考

え
方
。
向
日
性
と
い
う
の
は
明
る
い
陽
の
光
を

目
指
し
て
い
く
よ
う
な
、
そ
う
い
う
性
格
を
児

童
文
学
は
持
た
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
考

え
方
。
そ
の
考
え
方
に
近
い
も
の
を
、
杉
さ
ん

の
未
明
の
読
み
方
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

　

杉
さ
ん
は
小
学
校
五
年
生
の
と
き
に
、
そ
れ

ま
で
も
読
ん
で
い
て
あ
る
種
の
親
近
感
を
持
っ

て
い
た
未
明
が
、
同
じ
高
田
出
身
だ
っ
た
こ
と

を
知
り
ま
す
。
面
白
い
な
と
思
う
の
は
、
未
明

は
、
北
国
と
か
雪
国
と
か
山
っ
て
い
う
ふ
う
に

書
く
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
杉
さ
ん
は
高
田
の
こ

と
だ
と
思
っ
た
り
、
そ
れ
か
ら
金
谷
山
の
こ
と

だ
と
思
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
違

い
な
の
か
な
と
考
え
る
と
、
未
明
の
言
葉
は
詩

的
で
象
徴
的
で
す
か
ら
、
あ
ま
り
地
名
な
ど
は

具
体
的
に
書
か
な
い
。
北
国
、
雪
国
と
い
う
ふ

う
に
言
っ
て
、
あ
る
い
は
山
と
言
っ
て
象
徴
的

な
世
界
を
作
る
。
具
体
的
な
こ
と
で
は
な
く
て

象
徴
的
な
世
界
を
作
っ
て
書
い
て
い
く
の
が
、

未
明
の
童
話
な
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
ね
。
と
こ

ろ
が
や
っ
ぱ
り
杉
さ
ん
は
、
高
田
と
考
え
る
、

金
谷
山
と
考
え
る
。
未
明
の
書
き
方
が
非
常
に

象
徴
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
杉
さ
ん
は
か
な

り
具
体
的
な
と
こ
ろ
で
書
か
れ
る
の
で
は
な
い

か
、
そ
の
自
然
の
捉
え
方
・
表
現
の
仕
方
と
い

う
の
も
、
や
っ
ぱ
り
違
う
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
未
明
は
東
京
の
人
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
杉
さ
ん
に
と
っ
て
は
こ
の
高
田
と
い

う
場
所
が
ず
っ
と
住
み
続
け
て
い
る
日
常
で
あ

る
わ
け
で
す
か
ら
、
非
常
に
リ
ア
ル
な
捉
え
方

に
な
る
。
そ
う
い
う
違
い
も
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

「
わ
ら
ぐ
つ
の
な
か
の
神
さ
ま
」
は
教
科
書

に
載
っ
て
い
て
、
全
国
の
子
ど
も
達
に
読
ま
れ

て
い
る
作
品
で
す
が
、
未
明
と
の
関
わ
り
を
杉

さ
ん
本
人
が
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
作
品
の
大

工
さ
ん
の
言
葉
は
、
未
明
の
「
殿
様
の
茶
碗
」

の
殿
様
の
言
葉
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
に
、
杉
さ
ん
自
身
が
気
付

か
れ
て
び
っ
く
り
し
た
と
い
う
話
で
す
。
非
常

に
お
も
し
ろ
い
話
で
、
読
書
を
通
し
て
子
ど
も

の
頃
に
も
ら
い
こ
ん
だ
も
の
が
や
が
て
作
品
に

表
れ
る
と
い
う
、
非
常
に
典
型
的
な
よ
く
分
か

る
例
で
、
未
明
の
「
殿
様
の
茶
碗
」
の
言
葉
が

杉
さ
ん
の
中
で
本
当
に
自
分
の
も
の
に
な
っ
て

「
わ
ら
ぐ
つ
の
な
か
の
神
さ
ま
」
と
い
う
作
品

に
表
れ
た
。
読
ん
だ
こ
と
が
形
を
変
え
て
見
事

に
表
れ
た
面
白
い
、
興
味
深
い
例
だ
と
い
う
ふ

う
に
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
作
品
は
強
く

構
成
意
識
の
働
い
て
い
る
書
き
方
だ
と
思
い
ま

す
。
最
後
に
、
一
種
の
オ
チ
を
つ
け
る
わ
け
で

す
よ
ね
。
オ
チ
を
つ
け
る
と
い
う
の
は
、
き
ち

ん
と
構
成
す
る
意
識
が
際
立
っ
て
い
る
か
ら
こ

の
よ
う
な
書
き
方
に
な
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
。
小
川
未
明
の
構
成
意
識
と
い
う
こ
と
を

考
え
る
と
、
こ
れ
は
む
し
ろ
逆
だ
と
思
い
ま
す
。

未
明
の
童
話
の
場
合
は
オ
チ
を
付
け
る
と
い
う

考
え
は
な
い
場
合
が
多
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
杉

さ
ん
の
方
が
「
プ
ロ
ッ
ト
」
の
意
識
が
大
変
強

い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。「
ス
ト
ー
リ
ー
」

と
い
う
の
は
事
件
を
事
柄
の
順
序
で
語
っ
て
い

く
だ
け
。
そ
の
深
層
で
ど
う
い
う
こ
と
が
起
こ

っ
て
い
る
の
か
、
ど
う
い
う
因
果
関
係
が
働
い

て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
語
っ
た
時
に
プ
ロ

ッ
ト
に
な
る
。
そ
の
深
層
を
組
み
上
げ
る
よ
う

な
形
で
、
プ
ロ
ッ
ト
の
意
識
で
書
い
て
い
く
の

が
杉
み
き
子
で
、
小
川
未
明
の
方
は
プ
ロ
ッ
ト

の
意
識
は
わ
り
と
乏
し
い
。
そ
こ
が
二
人
の
も

の
す
ご
く
違
う
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ふ

う
な
気
が
し
ま
す
。
杉
さ
ん
の
こ
の
意
識
は
、

ミ
ス
テ
リ
ー
や
落
語
が
好
き
だ
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
来
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。「
か

く
ま
き
の
歌
」
や
「
電
柱
も
の
が
た
り
」
に
は

ち
ょ
っ
と
男
っ
ぽ
い
落
語
の
語
り
口
を
感
じ
ま

す
。

　

未
明
と
い
う
の
は
近
代
童
話
の
中
心
的
な
作

家
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
杉
み
き
子
と
い
う
作

家
は
や
は
り
現
代
児
童
文
学
の
作
家
な
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
近
代
童
話
か
ら
現
代
児

童
文
学
へ
、
と
い
う
流
れ
の
こ
と
を
改
め
て
申

し
ま
す
と
、
詩
的
で
象
徴
的
な
言
葉
で
心
象
風

文
学
館
講
座

　
　
「
小
川
未
明
と
杉
み
き
子
」

　

平
成
二
十
二
年
度
の
文
学
館
講
座
は
、「
小

川
未
明
と
杉
み
き
子
」
を
テ
ー
マ
に
、
宮
川
健

郎
氏
、
藤
本
恵
氏
、
小
埜
裕
二
氏
を
講
師
に
開

催
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
講
座
内
容
の
一
部

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

十
月
三
日
（
日
）　

宮
川
健
郎
氏

（
武
蔵
野
大
学
教
授
）

第
一
回

第
一
回

　
「
杉
み
き
子
に
お
け
る

　
「
杉
み
き
子
に
お
け
る

　
　
　
「
未
明
的
な
も
の
」
と

　
　
　
「
未
明
的
な
も
の
」
と

　
　
　
　
　
　
「
未
明
的
で
な
い
も
の
」」

　
　
　
　
　
　
「
未
明
的
で
な
い
も
の
」」
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景
を
書
く
よ
う
な
も
の
が
近
代
童
話
で
す
。
そ

れ
に
対
し
て
、
も
っ
と
散
文
的
な
言
葉
、
あ
る

い
は
も
っ
と
説
明
的
な
言
葉
で
子
ど
も
と
い
う

存
在
の
周
り
に
あ
る
状
況
を
、
子
ど
も
と
の
関

係
の
中
で
書
い
て
い
く
の
が
現
代
児
童
文
学
で

す
。
杉
み
き
子
の
児
童
文
学
と
い
う
の
も
、
大

き
く
言
う
と
そ
の
散
文
的
な
言
葉
を
獲
得
し
た

現
代
児
童
文
学
の
作
家
の
一
人
、
と
い
う
ふ
う

に
思
う
ん
で
す
ね
。
北
国
と
か
雪
国
と
か
山
、

と
い
う
ふ
う
に
象
徴
的
に
書
い
て
い
く
ん
じ
ゃ

な
く
て
、
や
っ
ぱ
り
金
谷
山
と
い
う
ふ
う
に
書

く
。
そ
う
い
う
書
き
方
は
や
は
り
現
代
児
童
文

学
の
書
き
方
で
は
な
い
か
と
。
ま
た
プ
ロ
ッ
ト

の
意
識
が
か
な
り
き
ち
っ
と
し
て
い
る
と
い
う

の
も
現
代
児
童
文
学
の
書
き
方
の
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
杉
さ
ん
は
短
編
の
名
手
で
、
長
編
中

心
の
現
代
児
童
文
学
の
中
で
は
独
特
な
位
置
を

持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
現
代
児
童
文
学
の
中
で

は
独
特
で
、
も
し
か
す
る
と
あ
る
種
の
童
話
に

近
い
面
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
童
話
の
時
代

と
い
う
の
は
、
詩
的
で
象
徴
的
な
言
葉
で
書
き

ま
す
か
ら
、
短
編
し
か
な
い
ん
で
す
。
散
文
的

な
言
葉
に
変
わ
っ
た
現
代
児
童
文
学
は
、
長
い

作
品
も
書
き
得
ま
す
が
、
そ
の
中
で
杉
さ
ん
は

短
編
を
書
く
。
そ
れ
は
ど
こ
か
で
感
覚
的
な
表

現
、
詩
的
な
表
現
も
含
ん
で
い
る
形
に
な
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

杉
み
き
子
に
お
け
る
「
未
明
的
な
も
の
」
と

い
う
の
は
、
高
田
の
風
土
を
共
有
し
て
い
る
と

い
う
の
が
ま
ず
未
明
的
な
と
こ
ろ
で
す
け
ど
、

そ
れ
を
ど
う
表
現
す
る
か
が
や
は
り
違
っ
て
い

て
、
未
明
は
近
代
童
話
の
代
表
的
な
作
者
で
あ

る
け
れ
ど
も
、
杉
み
き
子
と
い
う
作
家
は
散
文

性
を
獲
得
し
た
以
降
の
現
代
児
童
文
学
の
作
家

の
一
人
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
そ
う
考
え
て
い
き
ま
す
と
高
田

と
い
う
風
土
が
生
ん
だ
未
明
は
、
近
代
童
話
の

代
表
的
な
作
者
で
あ
り
、
杉
み
き
子
は
現
代
児

童
文
学
の
作
者
の
一
人
で
あ
る
。
高
田
と
い
う

町
に
は
日
本
の
子
ど
も
の
文
学
が
全
部
あ
る
、

小
川
未
明
と
杉
み
き
子
で
全
部
あ
る
、
と
い
う

ふ
う
に
も
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
高
田
に
来
る

と
い
う
の
は
近
代
童
話
の
未
明
の
文
学
に
逢
う

と
同
時
に
、
現
代
児
童
文
学
で
あ
る
杉
み
き
子

の
文
学
に
逢
い
に
来
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ
こ

に
は
日
本
の
子
ど
も
の
文
学
が
全
部
あ
っ
て
、

日
本
の
子
ど
も
の
文
学
に
逢
い
に
来
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
い
う
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

今
日
の
講
座
の
タ
イ
ト
ル
を
決
め
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
は
、
杉
さ
ん
の
エ
ッ
セ
イ
「
定

住
者
の
夢
」
で
す
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
冒
頭
で
、

作
家
・
五
木
寛
之
に
よ
る
人
間
の
分
類
│
「
航

海
者
」
と
「
漂
流
者
」
│
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
人
間
に
は
、「
航
海
者
」
つ
ま

り
人
生
の
目
的
を
一
つ
に
定
め
て
着
実
に
進
ん

で
行
く
タ
イ
プ
と
、「
漂
流
者
」
つ
ま
り
目
標

と
か
行
く
手
を
定
め
な
い
で
自
由
に
生
き
て
い

く
タ
イ
プ
が
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。
お
も

し
ろ
い
の
は
、
杉
さ
ん
が
、
こ
の
ど
ち
ら
か
に

自
分
を
当
て
は
め
る
の
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
で

も
な
い
「
定
住
者
」
だ
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
の
あ
と
に
、
自
分
は
未
明
の
童
話
「
山
の
上

の
木
と
雲
の
話
」
に
出
て
く
る
「
木
」
の
よ
う

な
存
在
だ
と
も
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
杉
み
き

子
と
い
う
人
間
は
、「
木
」の
よ
う
な「
定
住
者
」

な
ん
だ
と
い
う
自
意
識
が
わ
か
り
や
す
く
示
さ

れ
て
い
て
、
印
象
に
残
り
ま
し
た
。「
木
」
の

よ
う
な
「
定
住
者
」
が
、
私
の
心
に
す
っ
と
入

っ
て
き
て
留
ま
っ
た
の
は
、
作
品
を
読
ん
で
抱

い
て
い
た
杉
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
と
ぴ
っ
た
り
合

っ
た
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

「
山
の
上
の
木
と
雲
の
話
」
を
書
い
た
未
明
と

比
べ
る
と
、
よ
り
は
っ
き
り
見
え
て
き
ま
す
。

未
明
は
定
住
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
故

郷
へ
の
思
い
を
残
し
つ
つ
、
東
京
へ
出
て
暮
ら

し
た
人
で
す
。
杉
さ
ん
自
身
は
謙
遜
し
て
、
定

住
し
つ
づ
け
る
自
分
は
怠
け
者
に
す
ぎ
な
い
と

言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
杉
さ
ん
の
定
住
に
は
、

「
定
住
者
で
い
た
い
」
と
い
う
強
い
意
志
が
伴

っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
私
が
心
魅
か
れ
る
杉
作
品
に
は
、

強
い
意
志
を
持
っ
た
人
物
が
た
く
さ
ん
出
て
き

ま
す
。
な
か
で
も
一
番
好
き
な
の
は
、「
風
と

少
女
」
と
い
う
短
編
で
す
。
強
風
に
逆
ら
っ
て

歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
少
女
と
、
同
じ
く
強

風
の
な
か
を
飛
ぶ
海
鳥
の
姿
が
リ
ン
ク
し
て
、

少
女
は
、
こ
う
や
っ
て
進
む
こ
と
、
そ
れ
こ
そ

が
生
き
て
い
る
こ
と
な
ん
だ
と
気
づ
き
ま
す
。

人
と
鳥
の
共
鳴
と
い
い
ま
し
ょ
う
か
、
命
の
交

感
の
な
か
で
生
ま
れ
た
少
女
の
気
づ
き
が
、
み

ず
み
ず
し
く
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
こ
に
は
、

強
く
生
き
よ
う
と
す
る
少
女
の
意
志
が
表
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
凛
々
し
い
少
女
は
、

他
の
作
品
に
も
出
て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
に
紹
介
し
た
い
の
は
「
地
平
線

ま
で
の
う
ず
ま
き
」
で
す
。
こ
の
短
編
に
は
、

う
ず
ま
き
に
関
わ
る
四
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
最
初
の
三
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

で
は
、
主
人
公
の
少
女
の
望
み
が
絶
た
れ
、
そ

れ
を
「
う
ず
ま
き
が
切
れ
た
」
と
表
現
し
て
い

ま
す
。
最
後
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
、
少
女
の
先

生
が
、
人
間
の
歴
史
を
蚊
取
り
線
香
の
う
ず
ま

き
に
例
え
ま
す
。
そ
れ
を
聞
い
た
彼
女
は
、
人

間
の
一
生
も
う
ず
ま
き
の
よ
う
な
も
の
か
も
し

れ
な
い
。
私
た
ち
は
同
じ
失
敗
や
悲
し
み
や
辛

さ
を
繰
り
返
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、

実
は
前
進
し
て
い
る
ん
だ
。
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
、

真
に
生
き
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
だ
と
考
え

ま
す
。
さ
ら
に
少
女
は
、
こ
れ
か
ら
も
う
ず
ま

き
、
つ
ま
り
自
分
の
希
望
は
途
切
れ
る
こ
と
が

あ
る
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
接
ぎ
合
わ

せ
て
、
地
平
線
ま
で
の
大
き
な
う
ず
ま
き
を
書

こ
う
と
決
意
し
ま
す
。

　

こ
の
作
品
全
体
を
見
わ
た
す
と
、〈
う
ず
ま

き
〉
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
す
。〈
う
ず
ま
き
〉
は
、
最
初
の
エ
ピ

十
月
十
七
日
（
日
）　

藤
本 

恵
氏

（
都
留
文
科
大
学
准
教
授
）

第
二
回

第
二
回

　
「〈
定
住
者
〉
杉
み
き
子
の
描
く

　
「〈
定
住
者
〉
杉
み
き
子
の
描
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
と
風
景
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
と
風
景
」
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ソ
ー
ド
に
は
具
体
的
な
物
と
し
て
出
て
き
ま
す
。

そ
し
て
、
二
つ
め
三
つ
め
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
、

少
女
の
希
望
を
表
す
象
徴
に
変
わ
り
ま
す
。
四

つ
め
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
、
再
び
具
体
的
な
物

（
蚊
取
り
線
香
）
と
し
て
現
れ
、
最
後
に
、
少

女
の
考
え
が
加
わ
っ
て
、
新
し
い
象
徴
と
し
て

と
ら
え
直
さ
れ
る
。
最
初
、〈
う
ず
ま
き
〉
は
、

自
分
の
希
望
が
断
た
れ
る
と
い
う
、
暗
い
あ
る

い
は
辛
い
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
と
こ
ろ
が
最
後
に

至
っ
て
、
少
女
が
、〈
う
ず
ま
き
〉
は
切
れ
て

も
い
い
、
接
ぎ
合
わ
せ
て
そ
の
上
を
進
ん
で
い

け
ば
い
い
と
考
え
る
こ
と
で
、
プ
ラ
ス
イ
メ
ー

ジ
に
変
わ
り
ま
す
。こ
の
作
品
の
核
と
な
る〈
う

ず
ま
き
〉
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
少
女
の
成
長
と
と

も
に
暗
か
ら
明
に
、
あ
る
い
は
マ
イ
ナ
ス
か
ら

プ
ラ
ス
に
鮮
や
か
に
転
回
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
う
し
て
み
る
と
、「
地
平
線
ま
で
の
う
ず
ま

き
」
は
エ
ッ
セ
イ
の
よ
う
に
、
淡
々
と
で
き
ご

と
を
綴
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
な
が
ら
、
そ
の

実
み
ご
と
な
構
成
を
持
ち
、
物
語
と
し
て
の
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
ど
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
で
も
、
主
人
公
の
少
女
が
広
い
世
界
を
求
め
、

そ
れ
を
知
り
た
い
、
見
た
い
、
や
っ
て
み
た
い

と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
少

女
に
強
い
意
志
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
広
い
世
界

に
向
か
っ
て
〈
う
ず
ま
き
〉
を
つ
な
い
で
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
少
女
も
ま

た
、「
風
と
少
女
」
の
主
人
公
と
同
じ
、
凛
々

し
い
少
女
だ
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、
こ
う
い
う
少
女
が
身
近
な
風
景
を
眺

め
る
と
、
何
が
起
き
る
の
か
。
そ
れ
を
、
短
編

「
や
ぶ
入
り
」
で
少
し
だ
け
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

主
人
公
の
少
女
が
、
お
寺
の
竹
や
ぶ
で
不
思
議

な
も
の
を
見
ま
す
。
竹
や
ぶ
の
な
か
に
自
分
の

家
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
、
あ
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
願
い
が
、
花
に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
家
を
少

女
に
見
出
さ
せ
た
の
で
す
。
で
も
、
そ
の
あ
と

何
度
行
っ
て
み
て
も
見
つ
け
ら
れ
な
い
。
少
女

は
、
一
度
だ
け
見
た
家
は
結
局
私
の
家
で
は
な

い
、
現
実
の
自
分
の
家
の
方
が
良
い
と
考
え
ま

す
。
そ
れ
で
も
、
幻
の
家
の
イ
メ
ー
ジ
は
消
え

て
い
か
ず
、
時
々
、
夢
に
出
て
き
た
り
す
る
。

こ
の
少
女
は
自
分
の
願
い
で
幻
の
家
を
見
出
す

け
れ
ど
も
、
や
っ
ぱ
り
現
実
の
家
が
良
い
と
考

え
て
、
ち
ゃ
ん
と
帰
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の

安
心
感
。
行
き
っ
ぱ
な
し
に
な
ら
な
い
で
、
ち

ゃ
ん
と
帰
っ
て
来
ら
れ
る
少
女
が
主
人
公
で
あ

る
と
い
う
安
心
感
は
、
児
童
文
学
に
必
要
な
要

素
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
幻
も

消
え
ず
、
夢
で
戻
っ
た
り
す
る
と
こ
ろ
も
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
少
女
は
頭
の
中
で
行
き
来
を
続
け

る
ん
で
す
ね
。
こ
の
あ
た
り
の
、幻（
非
現
実
）

と
現
実
の
抜
群
の
バ
ラ
ン
ス
に
特
徴
を
感
じ
ま

す
。
杉
作
品
の
風
景
に
は
、
人
の
意
志
で
不
思

議
な
も
の
が
現
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
杉
さ
ん
の

手
に
か
か
る
と
、
風
景
が
一
色
あ
る
い
は
一
つ

の
層
で
は
な
く
て
、
い
く
つ
か
の
層
に
分
か
れ

て
見
え
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
一
つ

の
層
に
別
の
も
の
が
入
り
こ
ん
で
、
多
層
的
で

魅
力
的
な
世
界
を
つ
く
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

最
後
に
、
も
う
一
度
、
最
初
に
ご
紹
介
し
た

エ
ッ
セ
イ
「
定
住
者
の
夢
」
に
戻
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
お
わ
り
に
、「
こ
の
木
が
夢

に
描
く
夕
や
け
雲
は
、
お
そ
ら
く
現
実
の
雲
よ

り
何
倍
も
美
し
く
輝
い
て
い
る
の
に
違
い
な
い
。

私
の
住
む
こ
の
ま
ち
も
ま
た
、
私
の
目
に
は
、

現
実
の
ま
ち
よ
り
ず
っ
と
美
し
く
見
え
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
」
こ
う
、
書
か
れ
て

い
ま
す
。
や
は
り
、
杉
さ
ん
は
現
実
と
は
ち
が

う
も
の
を
見
出
す
目
も
お
持
ち
な
ん
だ
な
と
確

認
さ
せ
ら
れ
ま
す
し
、
そ
れ
を
ご
自
分
で
意
識

し
て
い
る
の
も
す
ご
い
な
ぁ
と
思
う
ん
で
す
。

人
の
思
い
、
考
え
や
意
志
が
、
そ
こ
に
な
い
も

の
を
見
せ
る
。
幻
の
出
現
に
必
要
な
の
は
、
意

志
を
持
つ
人
間
、
特
に
今
日
紹
介
し
て
き
た
作

品
で
い
う
と
、
主
人
公
の
少
女
な
ん
で
す
。
自

分
の
個
性
を
意
識
し
、
意
志
を
持
っ
て
生
を
切

り
開
い
て
い
こ
う
と
す
る
人
間
と
い
う
の
は
、

現
代
の
、
と
言
う
よ
り
戦
後
の
、
と
言
っ
た
ほ

う
が
い
い
で
し
ょ
う
か
、
一
つ
の
理
想
な
ん
だ

ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。
未
明
の
作
品
に
は
、
お

母
さ
ん
が
子
ど
も
を
思
う
強
い
気
持
ち
は
描
か

れ
て
い
ま
す
が
、
強
い
意
志
で
道
を
切
り
開
こ

う
と
す
る
少
女
は
あ
ま
り
出
て
こ
な
い
と
思
い

ま
す
。
杉
さ
ん
の
描
く
の
は
、
現
代
に
生
ま
れ

た
私
も
素
直
に
共
感
し
て
、
こ
ん
な
ふ
う
で
あ

り
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
少
女
。
こ
の
少
女
が
、

何
か
を
見
た
い
と
思
っ
て
、
現
実
の
中
に
非
現

実
を
見
出
し
て
し
ま
う
。
す
る
と
日
常
に
突
然

不
思
議
な
も
の
が
入
り
込
ん
で
く
る
。
こ
れ
は
、

エ
ブ
リ
デ
ィ
マ
ジ
ッ
ク
と
い
い
ま
し
て
、「
お

む
す
び
こ
ろ
り
ん
」
と
か
「
こ
ぶ
と
り
じ
い
さ

ん
」
と
い
っ
た
昔
話
に
も
、
未
明
の
童
話
に
も

あ
り
ま
す
。
昔
話
や
童
話
で
見
慣
れ
た
手
法
で

す
が
、
杉
さ
ん
は
そ
れ
に
プ
ラ
ス
し
て
、
戦
前

の
作
家
に
は
あ
ま
り
描
け
な
か
っ
た
よ
う
な
新

し
い
人
間
を
描
い
た
の
で
す
。
だ
か
ら
、
懐
か

し
い
の
に
新
し
い
。
そ
れ
が
杉
さ
ん
の
作
品
の

魅
力
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

・
杉
み
き
子
さ
ん
の
印
象

　

杉
み
き
子
さ
ん
は
、
気
ど
ら
な
い
人
柄
で
、

心
の
あ
た
た
か
い
方
で
す
。
日
頃
、
お
話
を
う

か
が
っ
て
い
る
と
、
杉
み
き
子
さ
ん
の
、
優
し

い
、
か
わ
い
ら
し
い
（
！
）
お
顔
の
う
ち
に
、

ど
う
い
う
作
家
の
顔
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
不
思

議
に
思
っ
た
り
す
る
ほ
ど
で
す
。
杉
み
き
子
さ

ん
と
い
う
作
家
の
持
つ
、
物
事
を
つ
か
み
と
る

力
の
背
景
に
は
、
子
ど
も
の
、
と
り
わ
け
少
女

の
持
つ
直
感
力
、
そ
う
い
う
も
の
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。

・ 

小
川
未
明
さ
ん
と
杉
み
き
子
さ
ん
の
詩
的
な

要
素

　

小
川
未
明
さ
ん
と
杉
み
き
子
さ
ん
は
、
二
人

と
も
詩
的
な
要
素
を
持
つ
作
家
で
す
が
、
ど
う

い
う
違
い
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
違
い
の
一

十
月
二
十
四
日
（
日
）　

小
埜
裕
二
氏

（
上
越
教
育
大
学
教
授
）

第
三
回

第
三
回

　
「『
小
さ
な
雪
の
町
の
物
語
』

　
「『
小
さ
な
雪
の
町
の
物
語
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
他
を
読
む
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
他
を
読
む
」
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つ
は
、
言
葉
の
使
い
方
で
す
。
未
明
は
ゴ
ツ
ゴ

ツ
し
た
文
章
を
書
き
ま
す
。
私
達
は
、
正
確
な

日
本
語
で
書
か
れ
た
文
章
を
価
値
あ
る
文
章
と

捉
え
ま
す
が
、
文
学
の
場
合
は
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
正
し
い
文
章
で
な
く
て
も
、
そ
こ
に

味
が
あ
り
、
価
値
の
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

未
明
さ
ん
の
文
章
は
、
教
科
書
ふ
う
の
文
章
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
に
彼
の
味
が
あ
っ
て
、

そ
の
味
こ
そ
価
値
だ
と
捉
え
た
方
が
よ
い
で
し

ょ
う
。
そ
れ
か
ら
、
未
明
さ
ん
の
詩
的
な
要
素

の
中
に
は
、〈
熱
さ
〉
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
〈
熱

さ
〉
は
、
大
人
の
身
勝
手
さ
や
冷
た
さ
に
対
す

る
怒
り
の
表
現
と
し
て
表
れ
た
り
、
子
ど
も
を

守
り
た
い
と
い
う
激
し
い
思
い
と
し
て
表
れ
た

り
し
ま
す
。

　

杉
み
き
子
さ
ん
の
ほ
う
は
、
文
章
を
読
ん
で

い
る
と
、
杉
み
き
子
さ
ん
自
身
の
声
が
聞
こ
え

て
く
る
よ
う
な
、
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
が
う

ま
く
リ
ン
ク
し
た
所
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

正
統
派
の
端
正
な
日
本
語
が
、
生
き
た
言
葉
と

し
て
、
は
っ
き
り
と
読
み
手
に
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
ま
た
、
未
明
さ
ん
の
〈
熱
さ
〉
と
の
対
比

で
い
え
ば
、
杉
み
き
子
さ
ん
の
場
合
は
、〈
あ

た
た
か
さ
〉
が
あ
る
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。

あ
た
た
か
い
も
の
、
あ
る
い
は
向
日
的
な
も
の

が
、
杉
み
き
子
さ
ん
の
詩
的
な
要
素
を
構
成
し

て
い
ま
す
。

　

杉
み
き
子
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
時
分
、
自
分

は
ひ
と
り
っ
子
だ
っ
た
け
れ
ど
、
友
達
が
た
く

さ
ん
い
て
寂
し
く
な
か
っ
た
、
太
平
洋
側
の
人

た
ち
は
雪
が
な
く
て
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
っ
た

と
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
ひ

と
り
っ
子
の
未
明
さ
ん
の
方
は
、
非
常
に
孤
独

だ
、
雪
の
様
子
と
い
う
の
は
寂
寥
に
耐
え
な
か

っ
た
と
書
く
わ
け
で
す
。
冬
が
持
っ
て
い
る
一

種
不
可
思
議
な
正
負
両
面
に
わ
た
る
力
と
い
う

の
が
、
上
越
の
雪
国
の
文
化
の
中
に
あ
っ
て
、

そ
れ
が
二
人
の
文
学
を
立
ち
上
が
ら
せ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
雪
の
世
界
に
は
、
本
来
的

に
幻
想
的
神
秘
的
な
詩
が
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。

・ 

小
川
未
明
さ
ん
と
杉
み
き
子
さ
ん
が
描
く
上

越
の
百
年

　

小
川
未
明
さ
ん
は「
童
話
を
作
っ
て
五
十
年
」

と
い
う
エ
ッ
セ
イ
を
書
き
ま
し
た
が
、
未
明
さ

ん
が
童
話
の
筆
を
置
く
の
が
昭
和
三
十
年
頃
で

す
。
明
治
時
代
末
か
ら
五
十
年
間
に
わ
た
っ
て
、

童
話
を
書
い
て
こ
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
杉
み
き

子
さ
ん
が
児
童
文
学
者
と
し
て
活
躍
を
始
め
ら

れ
る
の
は
昭
和
二
十
年
代
の
後
半
。
ち
ょ
う
ど

未
明
さ
ん
の
童
話
の
後
を
受
け
る
形
で
、
杉
み

き
子
さ
ん
の
児
童
文
学
が
始
ま
り
ま
す
。
杉
み

き
子
さ
ん
の
文
学
活
動
も
、
五
十
年
に
わ
た
り

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
昭
和
三
十
年
以
前
の
五
十

年
間
と
以
後
の
五
十
年
間
、
つ
ま
り
百
年
間
の

上
越
の
文
化
、
自
然
、
人
の
あ
り
よ
う
を
、
小

川
未
明
さ
ん
と
杉
み
き
子
さ
ん
が
二
人
で
書
き

と
め
て
く
だ
さ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

曾
祖
父
母
の
代
あ
た
り
か
ら
、
上
越
の
人
々
が
、

日
々
感
じ
と
っ
て
い
た
も
の
や
見
て
き
た
風
景

を
、
二
人
の
作
家
が
言
葉
に
書
き
の
こ
し
て
く

だ
さ
っ
た
わ
け
で
す
。
私
の
好
き
な
杉
み
き
子

さ
ん
の
作
品
に「
カ
ラ
ス
の
い
る
ゆ
う
び
ん
局
」

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
中
に
登
場
す
る
杉
の
木

は
、
自
分
が
成
長
し
て
き
た
時
代
ご
と
の
町
の

風
景
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
目
に

見
え
る
も
の
、
目
に
見
え
な
い
も
の
両
面
に
わ

た
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
事
象
を
書
き
と
め
て
く

だ
さ
っ
た
二
人
の
作
品
は
、
上
越
の
人
々
に
と

っ
て
、
た
い
へ
ん
貴
重
な
文
化
遺
産
だ
と
思
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
を
、
上
越
の
人
は
も
っ
と
誇

っ
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。

・
四
人
の
作
家
の
「
Ｍ
」

　

以
前
か
ら
私
が
関
心
を
寄
せ
て
き
た
作
家
の

宮
沢
賢
治
さ
ん
と
三
島
由
紀
夫
さ
ん
は
、
姓
が

い
ず
れ
も
「
Ｍ
」
で
始
ま
り
ま
す
。
小
川
未
明

さ
ん
と
杉
み
き
子
さ
ん
も
、
名
前
が
「
Ｍ
」
で

始
ま
り
ま
す
。
宮
沢
賢
治
さ
ん
と
三
島
由
紀
夫

さ
ん
に
、
似
て
い
る
と
こ
ろ
と
違
う
と
こ
ろ
が

あ
る
よ
う
に
、
小
川
未
明
さ
ん
と
杉
み
き
子
さ

ん
に
も
似
て
い
る
と
こ
ろ
と
違
う
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
共
通
点
は「
童
話
」「
雪
国
」「
北
国
」

「
あ
こ
が
れ
」
で
し
ょ
う
か
。
違
い
は
「
出
郷

／
在
郷
」「
熱
さ
／
あ
た
た
か
さ
」「
暗
さ
／
明

る
さ
」
で
し
ょ
う
か
。
た
え
ず
変
化
し
な
が
ら

時
代
の
問
題
と
向
き
合
っ
た
小
川
未
明
さ
ん
と
、

普
遍
的
な
テ
ー
マ
を
文
学
の
核
に
据
え
た
杉
み

き
子
さ
ん
の
違
い
も
特
徴
的
で
す
。

　

四
人
の
作
家
の
世
界
を
比
べ
て
み
ま
す
と
、

小
川
未
明
さ
ん
か
ら
三
島
由
紀
夫
さ
ん
へ
と
い

う
流
れ
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
宮
沢
賢
治

さ
ん
か
ら
杉
み
き
子
さ
ん
へ
の
流
れ
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
杉
み
き
子
さ
ん
の
文
学
に
は
、
言
葉

の
使
い
方
や
イ
メ
ー
ジ
の
使
い
方
に
、
宮
沢
賢

治
文
学
と
の
親
近
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
東
京
で
作
家
活
動
を
送
っ
た
小
川
未
明
さ

ん
や
三
島
由
紀
夫
さ
ん
と
は
異
な
り
、
宮
沢
賢

治
さ
ん
は
岩
手
県
花
巻
で
、
杉
み
き
子
さ
ん
は

新
潟
県
高
田
で
、
ず
っ
と
文
学
活
動
を
し
て
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
対
比
や
類
似
か
ら
、
も
っ

と
意
味
あ
る
関
連
性
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

・『
小
さ
な
雪
の
町
の
物
語
』

　

杉
み
き
子
さ
ん
の
作
品
は
、
多
く
の
教
科
書

に
載
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の
児
童
・
生
徒
た
ち

が
熱
心
に
読
む
わ
け
で
す
。
杉
み
き
子
さ
ん
の

創
作
集
『
小
さ
な
雪
の
町
の
物
語
』
は
、
郷
土

文
学
で
あ
り
な
が
ら
、
郷
土
文
学
を
超
え
た
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
背
景
に
あ
る
も
の
を
、

私
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

上
越
の
文
化
・
自
然
の
豊
か
さ
。

　

 

ふ
だ
ん
の
生
活
か
ら
大
事
な
も
の
を
取
り
出

す
観
察
力
。

　

 

あ
こ
が
れ
の
起
点
を
も
つ
こ
と
（
木
の
イ
メ

ー
ジ
）。

　

 

あ
こ
が
れ
の
翼
を
も
つ
こ
と
（
鳥
の
イ
メ
ー

ジ
）。

　

 

雪
国
を
喜
び
と
い
う
視
点
で
捉
え
か
え
す
肯

定
的
な
力
。

　

 

少
女
の
記
憶
の
か
ず
か
ず
。
少
女
の
直
感
的

な
認
識
力
。

　

表
現
力
。
言
葉
の
力
。

　

構
成
力
。

　

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
豊
か
さ
。

　

読
書
体
験
。

　

他
に
、
お
そ
ら
く
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
創

作
上
の
秘
密
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
私
が
読
ん

だ
一
つ
一
つ
の
作
品
の
解
説
は
、
配
布
し
た
プ

リ
ン
ト
に
あ
る
と
お
り
で
す
（
省
略
）。
あ
と

は
み
な
さ
ん
ご
自
身
で
、『
小
さ
な
雪
の
町
の

物
語
』
に
収
め
ら
れ
た
作
品
を
読
ん
で
み
て
下

さ
い
。
私
た
ち
の
郷
土
が
、
い
か
に
し
て
、
杉

み
き
子
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
文
学
化
さ
れ
て
い

る
か
を
、
ま
た
そ
れ
が
い
か
に
普
遍
的
な
も
の

に
昇
華
さ
れ
て
い
る
か
を
考
え
て
み
て
下
さ
い
。
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小
川
未
明
文
学
賞

　

小
川
未
明
文
学
賞
は
、
日
本
児
童
文
学
の
父

と
い
わ
れ
る
上
越
市
出
身
の
小
川
未
明
の
文
学

精
神
「
人
間
愛
と
正
義
感
」
を
次
代
に
継
承
す

る
た
め
、
平
成
４
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
心
に
夢
と
希
望
を
育
む
よ
う
な
鮮

烈
な
児
童
文
学
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
で
19
回
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で

に
延
べ
８
８
０
０
編
を
越
え
る
作
品
が
国
内
外

か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
賞
作
品
は
単
行
本
で
刊
行
さ
れ
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
に
読
ま
れ
て
い
ま
す
。

第
20
回
募
集
要
項

◆
募
集
作
品

・ 

小
学
３
〜
６
年
生
を
読
者
対
象
と
し
た
創

作
児
童
文
学
で
、
内
容
・
形
式
は
自
由
。

・
400
字
詰
め
原
稿
用
紙
で
50
枚
〜
120
枚

・
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

＊
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
資
格

年
齢
、
プ
ロ
・
ア
マ
を
問
い
ま
せ
ん
。

◆
応
募
方
法

上
越
市
文
化
振
興
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
締
切

平
成
23
年
10
月
31
日（
月
）（
当
日
消
印
有
効
）

◆
入
選
作

・ 

大
賞
１
作
（
ブ
ロ
ン
ズ
像
・
賞
金
100
万
円
・

副
賞
）

・
優
秀
賞
２
作
（
賞
金
20
万
円
・
副
賞
）

◆
発
表

大
賞
・
優
秀
賞
の
受
賞
者
は
、
平
成
24
年
３

月
上
旬
に
本
人
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

◆
贈
呈
式

平
成
24
年
３
月
（
予
定
）（
会
場
・
上
越
市
内
）

応
募
・
お
問
合
せ
先

　

〒
943-

8601　

新
潟
県
上
越
市
木
田
1-

1-

3

　
　

上
越
市
文
化
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　

「
小
川
未
明
文
学
賞
係
」

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

0
2
5-

5
2
6-

6
9
0
3

Ｆ
Ａ
Ｘ　

0
2
5-

5
2
6-

6
9
0
4

E-m
ail

・m
im
ei@
city.joetsu.lg.jp

 

＊
受
賞
の
ひ
と
こ
と
＊

　

私
が
生
ま
れ
て
初
め
て
物
語
を
書
い
た
の
は
、
小
学
校
三
年
生
の
時
で
す
。「
こ
り
す
の
ぼ

う
け
ん
」
と
い
う
、
原
稿
用
紙
二
十
枚
く
ら
い
の
作
品
で
し
た
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
本
が
好
き
、

物
語
を
書
き
た
い
、
と
い
う
思
い
は
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
も
ず
っ
と
文
学
少
女
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本

格
的
に
創
作
を
始
め
た
の
は
、
二
十
五
歳
の
時
で
し
た
。

　

募
集
要
項
で
目
に
し
た
、
小
川
未
明
の
文
学
精
神
で
あ
る
「
人
間
愛
と
正
義
感
」
は
、
私
が

ま
さ
に
書
き
た
い
も
の
で
し
た
。
幼
い
頃
、
世
界
名
作
集
で
夢
中
に
な
っ
て
読
ん
だ
「
赤
い
ろ

う
そ
く
と
人
魚
」、
出
会
い
は
も
う
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

何
か
に
と
り
つ
か
れ
た
よ
う
に
、
二
年
間
で
原
稿
用
紙
百
枚
か
ら
三
百
枚
ほ
ど
の
物
語
を
、

五
作
品
書
き
上
げ
、
規
定
の
枚
数
に
見
合
う
も
の
を
、
小
川
未
明
文
学
賞
に
二
年
連
続
で
応
募

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
結
果
は
一
次
審
査
も
通
過
せ
ず
…
…
も
っ
と
構
成
を
練
ら
な
け
れ
ば
、
そ
う
思
っ

た
途
端
、
ま
っ
た
く
書
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

結
局
、
七
年
の
ブ
ラ
ン
ク
を
経
て
、
娘
が
一
歳
に
な
っ
た
の
を
機
に
書
い
た
の
が
、
今
回
の

受
賞
作
「
レ
ン
タ
ル
ロ
ボ
ッ
ト
」
で
す
。

「
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

　

物
語
に
出
て
く
る
お
母
さ
ん
の
セ
リ
フ
は
、
私
が
い
つ
も
娘
に
言
っ
て
い
る
言
葉
で
す
。

「
あ
な
た
を
愛
し
て
い
る
」

　

た
だ
そ
れ
だ
け
を
伝
え
た
く
て
、
こ
の
物
語
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

努
力
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
が
世
の
中
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
創
作
の

世
界
に
お
い
て
は
、
必
ず
努
力
は
実
る
も
の
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
賞
に

応
募
さ
れ
る
方
々
に
よ
っ
て
、「
人
間
愛
と
正
義
感
」
が
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
届
け
ら
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
だ
ま
だ
拙
い
私
の
作
品
に
、
賞
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
上
越

市
の
皆
様
、
小
川
未
明
文
学
賞
委
員
会
を
は
じ
め
、
文
学
賞
関
係
者
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

小川未明文学賞贈呈式

第
19
回 

小
川
未
明
文
学
賞
大
賞
受
賞　
　

滝
井
幸
代

　
　
　
　

 　

（
大
賞
作
品
「
レ
ン
タ
ル
ロ
ボ
ッ
ト
」）
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〒943-8601　上越市木田１-１-３
Tel：025-526-6903　　Fax：025-526-6904　　E-mail：mimei@city.joetsu.lg.jp
〒943-8601　上越市木田１-１-３
Tel：025-526-6903　 Fax：025-526-6904　 E-mail：mimei@city.joetsu.lg.jp

上越市文化振興課出張おはなし会や会員加入のお問合せ先

せせらぎの会

グループ空

未明童話の会

平成22年度の活動
・小川未明文学館ビッグブックシアターおはなし会
　（毎月第２・第４日曜日、午後２時～）　延べ参加者289名
・小・中学校や放課後児童クラブ、福祉施設等への出張おはなし会
　31ヵ所、1546名

・特別展おはなし会　参加者36名
・会員の研修

富岡小学校２年生
● ものぐさじじいと、でんしんばしらと
みょうな男がおもしろかった。こえも
おおきくてききやすかったです。３年
になってもきてください。（Ｓ. Ｋ）
● でんしんばしらとみょうな男がおもし
ろかった。とくに、でんしんばしらが
うごくとこがおもしろかった。またき
てください。（Ｋ. Ｉ）

デイホームにて
　紙芝居、大型絵本を持って行きました。
未明原作「のばら」の紙芝居は、戦時中
を生きてこられた皆さんにはとてもよく
わかり、真剣に見ておられました。また、
「ももたろう」の歌にあわせて一緒に手
遊びをしました。楽しかったと喜んでい
ただき、皆さんと握手してなごりおしく
お別れしました。

出張おはなし会

黒川小学校
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未明ボランティアネットワークだより

発　行：未明ボランティアネットワーク
発行日：2011年５月31日

7

文学館おはなし会

特別展おはなし会



小川未明関係資料の収集について
ご協力のお願い

　小川未明文学館では、未明に関係する
文学資料の収集に努めています。下記の
資料に関する情報をお持ちの方は、ご連
絡くださいますようお願いします。資料
の寄贈については、特定の場合（すでに
複数点を所蔵している資料等）を除きお
受けしますので、ご不明の点はお問合せ
いただけると幸いです。
【主な収集資料】
１．特別資料

小川未明原稿、書簡、遺品、その他自
筆資料（短冊・書軸等）、写真（オリ
ジナル）、小川未明関係者資料（未明
書簡、献本など）

２．図書
未明作品集（未明生前・没後刊行図書）、
全集・選集（未明作品を一部所収した
資料も含む）、初出雑誌（未明作品掲
載）、未明作品の外国語訳、絵本・紙
芝居

３．参考資料
未明に関する研究論文、エッセイ、記
事（雑誌・新聞等）

７月　朗読研修会　講師：橘　由貴さん

　　　　５日・12日・26日　いずれも火曜日

９月　朗読鑑賞会　15日（木）・16日（金）

10月　特別展「装幀挿画で楽しむ

　　　　　　　　　　　小川未明の世界」（仮）

　　　　10月１日（土）～11月６日（日）

　　　文学館講座　３回

　　　小川未明文学賞締切　31日（月）

11月　童話創作講座

３月　小川未明文学賞贈呈式（上越）

＊特別展の他に、随時小企画展を開催。
＊ 毎月第２・４日曜日午後２時から未明ボランティアネットワークに
よるおはなし会を開催。

 

小
川
未
明
文
学
館
の
ご
利
用
案
内

開
館
時
間

　

火
〜
金
曜
日　

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
7
時

　
　
　

（
6
月
か
ら
9
月
の
間
は
午
後
8
時
ま
で
）

　

土
・
日
・
休
日　

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
6
時

休
館
日

　

毎
週
月
曜
日
（
こ
の
日
が
休
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

　

休
日
の
翌
日
・
館
内
整
理
日
・
資
料
整
理
期
間

　

年
末
年
始
（
12
／
29
〜
1
／
3
）

入
館
料　

無
料

お
問
合
せ

　

〒
９
４
３-

０
８
３
５

　
　

新
潟
県
上
越
市
本
城
町
８- 

30
（
高
田
図
書
館
内
）

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
５-

５
２
３-

１
０
８
３

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
５-

５
２
３-

１
０
８
６

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.city.joetsu.niigata.jp/

sisetu/ogaw
a-m

im
ei/index.htm
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● お知らせ ● 平成23年度　小川未明文学館カレンダー

　未明次女　岡上鈴江さんが、平成23年１月27日に逝去されました。
　岡上さんは、自身も児童文学者、翻訳家として活躍するかたわら、様々
な未明顕彰活動に尽力され、当館の活動にも多大なご支援をいただきま
した。


